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市川のなし「あきづき」



いちかわし農業委員会だより （２）
　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
第
22

期
市
川
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
に
立
候
補
届
出
を
受
付

け
、
公
選
委
員
の
定
数
15
名
に
対
し
、

15
名
の
立
候
補
届
出
が
あ
り
ま
し
た
の

で
立
候
補
者
全
員
の
無
投
票
当
選
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
４
名
の
方
が
、
新
し
く
農

業
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
が
選
任
す
る
委
員
に
は
、
市

川
市
農
業
協
同
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ

ま
し
た
細
川
佐
一
委
員
、
千
葉
県
北

総
共
済
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
ま
し
た
富

田
尚
武
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
市
川
市
議
会
か
ら
は
学
識
経
験
者

と
し
て
金
子
正
委
員
、松
永
修
巳
委
員
、

堀
越
優
委
員
の
３
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

７
月
22
日
に
市
川
市
長
の
招
集
に
よ

る
初
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
は
三

橋
弘
委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に
は
石

井
克
己
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
委
員
の
任
期
は
平
成
29

年
７
月
19
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

会
長
挨
拶

　

残
暑
、
厳
し
き
折
、
農
家
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
か
ら
農
業
委
員
会
活
動
に
深
い
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
農
業
委
員
会
初
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
会
長
の
大
役
を
拝
命
す

る
こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
市
川
市
農
業
の
発
展

の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

な
ど
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
制
度
化
、

規
制
改
革
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見

等
、
農
業
を
未
来
に
承
継
し
て
い
く
た

め
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
農

業
委
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
職
務
代
理
者
挨
拶

　

平
素
よ
り
農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
農
業
行
政
に
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
川
市
の
農
業
発
展
の
た
め
会
長
を

補
佐
し
な
が
ら
農
業
委
員
会
の
運
営

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

　

こ
の
た
び
の
改
選
で
左
記
の
方
々
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
市

川
市
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

公
選
委
員　

竹
内　

一
雄
（
５
期
）

　
　
　
　
　

 

渡
邊　

和
昭
（
５
期
）

　
　
　
　
　

 

鳥
海　

一
郎
（
１
期
）

　
　
　
　
　

 

石
井　

敬
人
（
１
期
）

感
謝
状
贈
呈
式

８
月
26
日
・
永
年
の
功
労
に
対
し
、

市
川
市
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
市

長
室
に
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

三橋　弘
会　　長

石井　克己
会長職務代理者

（左から）竹内一雄さん、市川市長
渡邊和昭さん

農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
！



いちかわし農業委員会だより（３）

新
委
員
紹
介

那須　嘉郎
公　選

堀越　優
議会推薦

三　　二三男
公　選

小川　治夫
公　選

石橋　弘嗣
公　選

原木　一正
公　選

大滝　與鷹
公　選

石井　利和
公　選

武藤　晃
公　選

梶尾　彌一
公　選

細川　佐一
農協推薦

栗山　久司
公　選

富田　尚武
共済推薦

岡本　好夫
公　選

矢口　俊治
公　選

金子　正
議会推薦

宇田川　純一
公　選

松永　修巳
議会推薦

掲
載
は
議
席
番
号
順
、

会
長
お
よ
び
会
長
職
務

代
理
者
は
前
面
に
掲
載

氏
名
、
選
出
区
分
、（
敬
称
略
） 𣘺一



いちかわし農業委員会だより

農
地
の
賃
借
料
情
報

（４）

　

農
地
法
第

52
条
の
規
定

に
基
づ
き
、

農
業
委
員
会

で
は
、
地
域

に
お
け
る
賃

借
料
の
目
安

と
な
る
よ
う

な
「
実
勢
の

賃
借
料
情

報
」
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
情

報
は
、
市
内

農
家
が
平
成

25
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で

に
契
約
又
は

支
払
わ
れ
た

賃
借
料
（
10

ア
ー
ル
当
た
り
）
で
す
。

　

毎
年
、
農
業
委
員
会
で
調
査
を
実
施

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
契
約
更
新
な
ど
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

こ
れ
ま
で
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

農
業
委
員
会
が
自
主
的
に
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
改
正
農
地
法
が
施
行
さ

れ
、
農
地
法
第
30
条
に
よ
る
農
地
利
用

状
況
調
査
と
し
て
法
令
業
務
に
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
９
月

１
日
付
け
で
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
実
施
要
領
を
施
行
し
、

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・

解
消
、
農
地
の
違
反
転
用
防
止
対
策
等

に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
月
１
回
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
、
９
月
か
ら

11
月
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
と

し
、
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
が
遊
休
化
し
て
い
る
と
隣
接
地

に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ミ

や
残
土
を
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
雑
草

が
燃
え
て
火
事
に
な
っ
た
り
と
大
変
危

険
で
す
。

　

農
地
が
遊
休
化
し
な
い
よ
う
適
正
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
加
入
に
つ
い
て

　

農
業
者
年
金
は
、
少
子
高
齢
化
時
代

を
迎
え
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
安

定
の
た
め
、
他
の
制
度
に
は
無
い
安
心

で
き
る
制
度
で
す
。

　

農
業
者
年
金
は
積
立
式
年
金
で
す
。

　

農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で

き
、
ま
た
見
直
し
も
で
き
ま
す
。

税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
国
の
保
険
料
助
成
を

受
け
ら
れ
る
唯
一
の
政
策
年
金
で
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
農

業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）
相
談
部
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会

議
所
が
刊
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の

情
報
誌
で
す
。
み
な
さ
ま
も
ご
購
読
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農地の区分 平均額 最高額 最低額

田の部（一律） 18,000円 26,000円 10,000円

畑の部（一律） 25,100円 40,500円 14,200円

樹園地の部（一律） 51,000円 71,600円 20,000円

お

知

ら

せ
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編
集
後
記

　

い
よ
い
よ
収
穫
の
秋
を
迎
え
、

今
年
は
農
作
物
の
出
来
ぐ
あ
い

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
農
業

委
員
の
改
選
に
伴
い
今
後
、
私
達

が
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
編

集
を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
す
。
充

実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
農
業
に
関
す
る

話
題
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
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利
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